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①�

市
民
の
い
の
ち
・
暮
ら
し
を
守
る

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市
民
・
事
業
所

に
対
す
る
支
援
を
行
う
た
め
、
令
和
４
年

度
骨
格
予
算
に
総
額
６
億
３
９
７
４
万

円
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

事
業
者
・
雇
用
に
対
す
る
支
援

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
打
撃
を
受
け
て
い
る
市
内
事

業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
家
賃
補
助
、

温
泉
宿
泊
施
設
等
の
利
用
料
補
助
な
ど

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
米
価
下
落

対
策
と
併
せ
た
農
業
者
を
支
援
す
る
た

め
、
収
入
保
険
に
加
入
す
る
際
の
保
険

料
の
補
助
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
令
和
２
～
３
年
度
に
実

施
し
た
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ（
ペ
イ
ペ
イ
）を

活
用
し
た
ポ
イ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
、
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
必
要
な
時

期
に
補
正
予
算
で
対
応
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

市
民
に
対
す
る
生
活
支
援

　
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て
い
る

予
算
の
特
徴（
抜
粋
）

令和４年度当初予算のあらまし令和４年度当初予算のあらまし
本年度の一般会計予算は予算編成期に市長選挙が行われたため、

扶助費や公債費などの義務的経費、継続的に実施している事業の計上を基本としつつ、
年度当初から速やかな対応が求められる事業を盛り込んだ

「骨格予算」として編成しました。
当初予算に計上していない新規事業は、

令和４年度の早い時期に肉付け予算として補正予算を計上する予定です。

新型コロナウイルス感染症対策経費[事業者・雇用に対する支援 2億8,931万円]

事業名 予算額 内容 問い合わせ

就労支援事業 400万円
就労の場を失った人の再就職を支援するため、期
間を定めない正規雇用労働者として雇い入れた事
業主を対象に奨励金を支給します

本館商工労政課（☎41-
3536）

失業者支援事業 1,000万円
事業主の都合で失業することになった人を対象
に見舞金を支給します

本館商工労政課（☎41-
3536）

中小企業持続支援事業 2,961万円
売り上げが減少している事業者を対象に地代・家
賃を補助するほか、申請方法がオンラインとなる
国の支援金などの申請サポート会場を設置します

本館商工労政課（☎41-
3539）

観光・物産事業者等緊急
対策事業

2億980万円
県民などが市内温泉宿泊施設等を利用した場合
の費用を助成します

本館観光課（☎41-3542）

収入保険加入促進事業 3,176万円
農業収入の減少などに備えるために加入する収
入保険制度の保険料の一部を支援します

農政課（☎23-1400）

肥育経営安定緊急支援
事業

414万円
消費需要の減少により、経営の悪化が懸念され
る肉用牛肥育農家を対象に、花巻産の肥育素牛
の導入経費を支援します

農政課（☎23-1400）

新型コロナウイルス感染症対策経費[市民に対する生活支援 1,192万円]

事業名 予算額 内容 問い合わせ

はなまき暮らしの継続
応援事業

311万円
社会福祉協議会が実施する緊急小口資金および総
合支援資金の特例貸付利用者を対象に貸付利用相
当額の一部を支援します

新館地域福祉課（☎41-
3574）

新型コロナウイルス感
染症生活困窮者自立支
援事業

881万円

総合支援資金特例貸付の再貸し付けまで借り入
れが終わった世帯や、再貸し付けの承認を得ら
れなかった世帯が、要件を満たした場合に支援
金を支給します

新館地域福祉課（☎41-
3574）
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緊
急
小
口
資
金
や
総
合
支
援
資
金
貸
付

利
用
者
に
対
し
、
貸
付
金
の
40
㌫
の
支

援
金
を
給
付
す
る「
は
な
ま
き
暮
ら
し

の
継
続
応
援
事
業
」や
、
総
合
支
援
資

金
の
貸
し
付
け
を
終
了
し
た
生
活
困
窮

世
帯
を
対
象
に
、
自
立
に
向
け
た
支
援

を
実
施
し
ま
す
。

感
染
症
予
防
対
策

　
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
継
続
し
て

地
域
や
学
校
、
保
育
園
な
ど
の
感
染
症

予
防
対
策
物
品
を
購
入
し
ま
す
。

※�

令
和
４
年
度
の
予
算
に
計
上
さ
れ
て

い
る
市
民
や
事
業
所
に
対
す
る
支
援

お
よ
び
感
染
症
予
防
予
防
対
策
経
費

の
ほ
と
ん
ど
は
、
市
の
一
般
財
源
を

活
用
し
て
実
施
し
ま
す
。
今
後
、
国

や
県
の
支
援
状
況
も
見
な
が
ら
、
必

要
な
事
業
の
実
施
を
検
討
し
ま
す

◉
令
和
３
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業�

　
令
和
４
年
度
骨
格
予
算
に
計
上
し
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
経
費
に
加
え
、
令
和
３
年
度
予
算
に

計
上
し
て
い
る
次
の
事
業
の
一
部
の
予

算
を
令
和
４
年
度
に
繰
り
越
し
、
令
和

４
年
度
骨
格
予
算
と
一
体
と
し
て
実
施

し
ま
す
。

【問い合わせ】 本館財政課（☎41-3517）

新型コロナウイルス感染症対策経費[感染症予防対策など 3億3,851万円]

事業名 予算額 内容 問い合わせ

児童福祉施設等感染拡
大防止事業

3,960万円
公立・私立保育園、認定こども園、学童クラブな
どの児童福祉施設等で使用する感染防止用の物品
を購入、または購入費用を助成します

こども課（☎45-1311）

感染症予防緊急対策事
業

454万円
マスクやアルコールなどを備蓄するための感染
予防対策物品を購入します

新型コロナウイルス感染
症対策室（☎41-3605）

幼稚園教育環境充実事
業

80万円
公立幼稚園で使用する感染防止用の物品を購入
します

こども課（☎41-3148）

学校保健事業 339万円
市内の小学校、中学校で使用する感染防止用の
物品を購入します

学務管理課（☎41-3143）

新型コロナウイルスワ
クチン接種事業

2億7,730万円
希望する市民を対象に新型コロナワクチンの接種
を実施します

新型コロナウイルス感染
症対策室（☎41-3605）

各種情報等の広報活動
経費など

1,288万円
広報はなまきなどを通じて、感染症対策を周知
します

本館秘書政策課（☎41-
3504）

令和 年度一般会計当初予算額４

481億6,466万円 [前年度当初予算比 ７億3,396万円減（1.5㌫減）[前年度当初予算比 ７億3,396万円減（1.5㌫減）]]

◉新型コロナウイルス感染症対策分 ６億3,974万円
◉通常分 475億2,492万円[前年度当初予算比 ４億5,117万円減（0.9㌫減）]◉通常分 475億2,492万円[前年度当初予算比 ４億5,117万円減（0.9㌫減）]
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◦�
事
業
者
・
雇
用
に
対
す
る
支
援
…
▼

令
和
４
年
産
米
の
生
産
に
係
る
肥
料

費
や
水
稲
種
子
お
よ
び
水
稲
苗
に
対

す
る
支
援
▼
主
食
用
米
な
ど
へ
の
作

付
転
換
、
転
作
作
物
で
あ
る
ム
ギ
や

ダ
イ
ズ
な
ど
の
生
産
に
対
す
る
支
援

◦�

市
民
に
対
す
る
生
活
支
援
…
▼
住
民

税
非
課
税
世
帯
や
家
計
急
変
世
帯
へ

の
臨
時
特
別
給
付
金
の
支
給
▼
学
生

生
活
の
緊
急
支
援
▼
こ
ど
も
食
堂
の

運
営
に
対
す
る
支
援　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
経
費

　
希
望
す
る
市
民
へ
の
３
回
目
接
種

と
、
５
～
11
歳
の
１
・
２
回
目
接
種
を
行

う
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
当
た
る
医
師
に
支
払
う
費
用
な
ど
を

計
上
し
ま
す
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
国

や
県
の
負
担
金
な
ど
を
財
源
と
し
て

実
施
し
ま
す

②�

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
つ
く
る

　
子
育
て
支
援

周
産
期
医
療
の
充
実

　
市
民
が
安
心
し
て
お
産
す
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
維
持
・
確
保
す
る
た

め
、
助
産
師
・
看
護
師
に
対
す
る
支
援

に
加
え
、
産
科
医
師
に
対
す
る
一
時
金

や
保
育
料
、
家
賃
、
奨
学
金
返
還
金
、

交
通
費
な
ど
の
支
援
を
実
施
す
る
ほ

か
、
産
科
医
療
機
関
が
医
師
の
人
材
紹

介
事
業
者
か
ら
紹
介
を
受
け
て
医
師
を

雇
用
し
た
場
合
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
支
援
し
ま
す
。

母
子
保
健
の
推
進

　
退
院
直
後
の
母
子
が
心
身
の
ケ
ア
を

行
う
産
後
ケ
ア
事
業
の
開
設
日
数
を
週

３
回
と
月
２
回
か
ら
週
４
日
に
増
や

し
、
母
子
の
心
身
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

子
育
て
環
境
の
充
実

　
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
小
学
生
、
中
学
生
お
よ
び
高
校

生
等
の
医
療
費
助
成
の
認
定
基
準
と
な
る

所
得
制
限
の
撤
廃
に
向
け
た
準
備
を
進

め
、
早
期
の
実
施
を
目
指
し
ま
す
。

保
育
環
境
の
充
実
・
就
学
支
援

　
年
度
途
中
か
ら
発
生
す
る
待
機
児
童

の
解
消
を
図
る
た
め
、
市
内
私
立
保
育

園
の
保
育
士
な
ど
に
対
す
る
再
就
職
支

援
金
貸
付
を
は
じ
め
と
し
た
支
援
事
業

を
引
き
続
き
実
施
。
さ
ら
に
、
令
和
３

年
12
月
か
ら
開
始
し
た
新
卒
保
育
士
な

主要事業[人づくり…郷土を愛し、丈夫な体と深い知性を持つ心豊かな市民が育つまち]

事業名 予算額 内容 問い合わせ

保育施設運営支援事業
<<一部新規>>

4,031万円

市内私立保育園等の適正な保育環境を維持管理す
るため、運営費に対する支援を実施。新たに、年
度途中の保育需要に対応するため、加配する保育
士の雇用に要する経費に対し支援します

こども課（☎41-3150）

保育力充実事業
<<一部拡充>>

1,392万円

保育所入所待機児童の解消を図るため、保育士
などを確保するための取り組みを実施。保育士
などが負担する家賃の一部や、奨学金返済額に
対する支援を拡充します

こども課（☎41-3149）

学童クラブ施設整備事業 4,450万円

学童クラブの適正な保育環境を確保するため、施
設が老朽化し、利用児童の増加に伴う待機児童の
発生の可能性がある南城学童クラブの施設増築を
行います

こども課（☎41-3149）

岩手県立大迫高等学校生
徒確保対策事業
<<一部拡充>>

1,692万円

県立大迫高等学校の生徒確保のため、生徒確保
対策協議会が行う通学や制服購入、各種検定試
験の費用に対する補助を行うほか、入学を希望
する県外からのオープンスクール参加者に対
し、旅費の一部支援などを行います

大迫総合支所地域振興
課（☎41-3124）

就学援助事業
<<一部拡充>>

6,798万円

経済的理由により児童生徒を就学させることが
困難な保護者などの経済的負担軽減のため、学
用品費や修学旅行費などを支援するほか、準要
保護認定基準を生活保護基準の1.3倍から1.5倍
に緩和して支援します

学務管理課（☎41-3143）

日本スポーツマスターズ
2022岩手大会開催事業
<<新規>>

131万円

本市を会場に行われる日本スポーツマスターズ
2022岩手大会のバレーボールおよびソフトボー
ル競技の機運を高めるため、市独自のおもてな
しの取り組みを行います

本館スポーツ振興課（☎
41-3593）

令和４年度当初予算のあらまし
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ど
に
対
す
る
就
職
支
援
金
貸
付
を
本
格

的
に
実
施
す
る
ほ
か
、
家
賃
補
助
の
補

助
上
限
額
や
補
助
率
の
拡
充
な
ど
に
取

り
組
み
、
さ
ら
な
る
保
育
士
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
需
要
に
対
応
し
、
配
置

基
準
を
上
回
る
職
員
を
配
置
す
る
施
設

な
ど
に
対
し
、
市
独
自
に
保
育
士
の
雇

用
に
要
す
る
経
費
を
支
援
し
ま
す
。

　
花
南
地
区
の
利
用
児
童
の
増
加
に
伴

い
、
今
後
に
お
い
て
待
機
児
童
の
発
生

の
可
能
性
が
あ
る
南
城
学
童
ク
ラ
ブ
の

施
設
増
築
を
行
い
ま
す
。

　
現
在
、
生
活
保
護
の
１
・
３
倍
と
し

て
い
る
就
学
援
助
事
業
の
認
定
基
準
を

令
和
４
年
度
認
定
分
か
ら
１
・
５
倍
に

緩
和
し
ま
す
。

＊�

保
育
園
な
ど
を
利
用
す
る
３
歳
児
未

満
の
保
育
料
軽
減
の
拡
充
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
内
の
実
施
を
目
指

し
ま
す

大
迫
高
校
生
徒
確
保
対
策

　
通
学
費
や
制
服
購
入
費
、
各
種
検
定

試
験
料
の
補
助
を
引
き
続
き
実
施
入
学

を
希
望
す
る
県
外
か
ら
の
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
参
加
者
に
対
し
、
旅
費
の
一
部

補
助
を
行
う
ほ
か
、
県
外
な
ど
か
ら
入

学
す
る
生
徒
の
学
生
寮
の
拡
充
を
検
討

し
ま
す
。

③�

住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り

公
共
交
通
の
充
実

　
市
街
地
循
環
バ
ス
や
予
約
乗
合
バ
ス

な
ど
の
運
行
費
補
助
な
ど
に
よ
り
、
継

続
し
て
高
齢
者
・
若
年
者
な
ど
の
交
通

手
段
を
持
た
な
い
市
民
の
交
通
手
段
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
福
祉
タ
ク

シ
ー
事
業
は
、
従
来
の
タ
ク
シ
ー
利
用

に
加
え
、
市
内
路
線
バ
ス
や
市
内
循
環

バ
ス
も
利
用
で
き
る
よ
う
利
便
性
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

完
成
に
向
け
て
着
実
に

　
花
巻
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
へ
の
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
に
つ

い
て
は
、
測
量
調
査
や
用
地
買
収
、
埋

蔵
文
化
財
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
令
和
５
年
度
中
の
供
用
開
始
に
向

け
、
引
き
続
き
工
事
を
進
め
ま
す
。

　
道
の
駅「
石
鳥
谷
」の
整
備
に
つ
い
て

は
、
道
の
駅
設
置
者
で
あ
る
国
と
協
議

を
行
い
な
が
ら
再
編
事
業
を
実
施
。
令

和
５
年
度
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

に
向
け
、
道
の
駅
を
構
成
す
る
り
ん
ど

う
亭
大
食
堂
の
屋
根
改
修
や
市
が
整
備

を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
広
場
、
国

以
外
の
市
が
整
備
す
る
駐
車
場
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

【問い合わせ】�本館財政課（☎41-3517）

　

主要事業[しごと…仕事がいっぱい、雇用がいっぱい、活力に満ちたまち]

事業名 予算額 内容 問い合わせ

有害鳥獣被害対策事業
<<一部拡充>>

4,343万円
農林産物や人身に被害を及ぼす鳥獣の対策のた
め、電気柵の設置に対する補助を行うほか、鳥獣
捕獲活動に対する支援を行います

農村林務課（☎23-1400）

職業人材確保対策事業
<<新規>>

511万円

市内企業の人材確保を図るため、情報発信力向
上および求職者の情報収集ツールとして、市内
企業検索サイトを制作するほか、採用力向上な
どを目的としたセミナーを開催します

本館商工労政課（☎41-
3536）

道の駅「石鳥谷」施設再編
事業

2億1,332万円
道の駅「石鳥谷」の魅力や利便性向上を図るた
め、りんどう亭大食堂の屋根改修および南側駐
車場舗装などを行います

石鳥谷総合支所地域振
興課（☎41-3442）

主要事業[暮らし…自然豊かな地域で共に支え、誰もが安心して、いきいきと快適に暮らすまち]

事業名 予算額 内容 問い合わせ

周産期医療確保対策事業 1,784万円
安心して出産できる環境の維持を図るため、市内
産科医療機関に就職する産科医、助産師・看護師、
市内産科医療機関に対し支援を行います

健康づくり課（☎ 2 3 -
3121）

母子保健事業
<<一部拡充>>

1億1,447万円

安心安全な妊娠・出産を迎え、子どもの成長と発
達を支援するため、健康診査や健康教室などの
ほか、産後ケア事業の開設日数を週４日に増や
して行います

健康づくり課（☎ 2 3 -
3121）

主要事業[地域づくり…すべての市民が手と心をつなぐ、個性あふれる自立したまち]

事業名 予算額 内容 問い合わせ

定住促進事業 5,405万円

市内への移住・定住を支援するため、親世帯との
同居・近居、生活サービス拠点に住宅を取得した
子育て世帯へ奨励金を交付。移住希望者に対し住
宅取得費用などを支援します

本館定住推進課（☎41-
3516）
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市税
114億1,077万円

寄附金
20億円

使用料及び手数料
6億7,782万円

諸収入
6億7,495万円

分担金及び負担金など
7億3,697万円

市債
26億220万円

県支出金
40億4,999万円

国庫支出金
63億4,407万円

地方譲与税など
34億2,408万円

地方交付税
141億3,000万円

依存財源
63.4％

自主財源
36.6％

繰入金
21億1,381万円

用
語
解
説（
歳
入
関
係
）

▲

自主財源・依存財源／市税や施設使用料など、市が
自らの収入とすることができる財源が「自主財源」。
地方交付税、国庫・県支出金など、国や県から交付
される財源と借入金が「依存財源」。

▲

地方交付税／
市の行政需要と財政力に応じて、国から交付される
お金

▲

国庫支出金・県支出金／事業の財源として使
い道が特定された、国や県から交付されるお金

▲

市
債／事業を行うために、市が国や金融機関から借り
るお金

普通建設事業費など
34億8,528万円

人件費
87億1,754万円

扶助費
90億739万円

公債費
56億7,514万円

物件費
87億1,295万円

補助費等
68億8,556万円

繰出金
37億2,596万円

その他
19億5,484万円

投資的経費
7.2％

義務的経費
48.6％

その他の経費
44.2％

用
語
解
説（
歳
出
関
係
）

▲

義務的経費／人件費など、支出することが制度的
に義務付けられている経費

▲

投資的経費／道路や学
校など、将来的に残るものに対する経費

▲

扶助費／
社会保障制度の一環として、児童・高齢者・障がい者・
生活困窮者などへの支援に要する経費

▲

公債費／過
去に借りたお金を返すための経費

▲

物件費／施設の
光熱水費や各種委託料などの経費

▲

繰出金／一般会
計から特別会計へ支出する経費

▲

補助費等／事務組
合や各種公益団体に対する補助金などの経費

　自主財源の柱である市税は、家屋の新

築・増築による固定資産税の増加などによ

り、全体で前年度比5.5㌫の増加を見込ん

でいます。繰入金は、財政調整基金からの

繰り入れが増加したことにより、前年度比

114.4㌫の増加を見込んでいます。寄附金

は、令和３年度の「イーハトーブ花巻応援寄

附金」の寄付状況を踏まえ、前年度比33.3

㌫の増加を見込んでいます。

　依存財源で代表的な地方交付税は、前年

度比1.0㌫の増加。国庫支出金は、地方創生

臨時交付金の皆減などにより、前年度比9.9

㌫の減少を見込んでいます。市債について

は、国が地方に交付すべき交付税財源が不

足した場合に、その代替財源として後年度

に交付税として償還額が全額措置されるも

のの、自治体が市債の発行により交付税財

源不足額を調達する臨時財政対策債が前年

度比12億7,820万円減少したことなどによ

り、前年度比44.7㌫の減少となります。

　義務的経費は、会計年度任用職員の増

員などにより、人件費で前年度比0.3㌫増

加。公債費で前年度比3.4㌫増加を見込ん

でいます。

　投資的経費は、小学校や中学校の施設維

持事業を令和３年度補正予算に前倒しした

ほか、新規事業の肉付予算計上を予定し

ているため、普通建設事業費で前年度比

23.８㌫の減少を見込んでいます。

　その他の経費のうち物件費は、「イーハ

トーブ花巻応援寄附金」の増額に伴う取扱

事務経費の増加などにより、前年度比3.4

㌫の増加。補助費等は、骨格予算編成によ

る政策的な経費の未計上などにより、1.4

㌫の減少を見込んでいます。

令和４年度当初予算のあらまし

歳　入

歳　出（性質別）

＊性質別歳出
　歳出の分類方法は、目的別と性質別がありま
す。前者は、農林水産業費や教育費など目的ご
とに分類したもので、後者は、人件費や普通建
設事業費、物件費など性質ごとに分類したもの
です。

7 2022（R4）.4.1

区分 ４年度 ３年度 増減額

市債現在高（年度末見込み額） 544億6,107 573億4,680 △28億8,573

うち実質的将来負担額 139億2,153 148億1,817 △8億9,664

■一般会計の市債残高と実質的将来負担額

※�４年度の市債残高見込み544億6,107万円のうち、後年度に国の地方交付税で措
置される額395億978万円（見込み）と民間企業から市に返還される地域総合整備
資金貸付事業債10億2,976万円を差し引いた、実質的な本市の将来負担額は、
139億2,153万円（前年度比8億9,664万円減）となります

（単位：万円）

区分
４年度
予算額

３年度
予算額

増減額 増減率
４年度末
市債残高
見込み

３年度末
市債残高
見込み

増減額

一般会計 481億6,466 488億9,862 △7億3,396 △1.5 544億6,107 573億4,680 △28億8,573

特
別
会
計

国民健康保険 85億9,471 82億4,504 3億4,967 4.2 ― ― ―

後期高齢者医療 22億4,230 21億6,588 7,642 3.5 ― ― ―

介護保険 106億6,625 107億3,874 △7,249 △0.7 ― ― ―

公設地方卸売市場 2,997 3,345 △348 △10.4 1億1,951 1億2,619 △668

合計 696億9,789 700億8,173 △3億8,384 △0.5 545億8,058 574億7,299 △28億9,241

■令和４年度各会計予算の総括表 （単位：万円、％）

◆�収益的収支とは
　下水道使用料を主な財
源として、施設の維持管
理や借入利息返済などを
行います。

◆�資本的収支とは
　企業債などを主な財源
として、施設の改築や更
新、借入元金返済などを
行います。

区分
収益的収支 資本的収支 ４年度末

市債残高
見込み収入 支出 収入 支出

公共下水道事業 24億6,886 24億1,546 10億9,632 22億4,745

355億5,078
農業集落排水事業 9億    6 9億　799 5億8,545 10億2,933

戸別浄化槽事業 1億5,631 1億8,643 404 3,217

合　計 35億2,523 35億　988 16億8,581 33億　895

■下水道事業会計（公営企業会計） （単位：万円）

■主な基金（貯金）年度末現在高の推移
※財政調整基金、減債基金、まちづくり基金の合計額
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■一般会計における地方債（借金）
年度末現在高の推移
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【問い合わせ】 本館財政課（☎41-3517）


